
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
無
料
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
制
度
か
、
も
っ
と
よ

く
知
り
た
い
方
や
、
具
体
的
に
利
用

し
て
み
た
い
と
考
え
る
方
は
、
気
軽

に
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら
の

申
し
立
て
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申

し
立
て
を
す
る
人
が
い
な
い
場
合
な

ど
は
、
市
長
が
代
理
と
し
て
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
雲
市
で
は
、
平
成
12
年
に
出
雲

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

後
見
人
の
養
成
や
、
普
及
・
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
や
手
続

　

ま
た
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
を
管
理
し
た
り
、
遺
産
分
割
の

協
議
を
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て

も
、
自
分
で
行
う
の
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
に
不

利
益
な
契
約
で
あ
る
の
に
、
十
分
に

判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
い
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
う
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。（
左
下
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
方
々
を
保
護
し
、
支

援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
、
本

　

あ
な
た
は
『
成
年
後
見
』
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
こ
れ
は
、
認
知
症
な
ど
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人
に
、「
後
見
人
」

を
つ
け
、
財
産
や
生
命
の
安
全
を
守

る
も
の
で
す
。

　

今
号
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、

本
人
の
意
思
を
確
認
し
、
尊
重
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
認
知

症
な
ど
に
よ
り
、
意
思
確
認
が
難

し
い
場
合
に
も
、
セ
ン
タ
ー
の
会

員
同
士
で
常
に
話
し
合
い
、
本
人

訪問販売員が無料の住宅点検という名目で
訪問し、「このままでは地震がおきたら大

変だ」などと不安をあおるようなことを言って、
必要のない住宅の補強工事を行うケースが多数
報告されています。中には、実際には工事が行
われていないのに、代金を請求する詐欺まがい
のものも含まれています。
　このような被害にあわないためには、その場
で契約をしないことや、家族や信頼できる人に
相談することが大切です。
　しかし、家族が遠くに住んでいるなど、相談
できる相手が身近にいない場合や、誰かに相談
したほうがいいという判断もできない場合、知
らない間に高額の契約が結ばれてしまう恐れが
あります。
　そのような被害を防ぐためにも、成年後見制
度を利用することができます。一定額以上の契
約には、後見人の同意を必要としたり、結んで
しまった契約を解除したりできるようにするこ
とができます。

名　称 

類　型 

対象者 

申立者 

手続き 

後見人 
などの 
業　務 

後　見 

判断能力が欠ける 

本人または4親等内の親族、区市町村長 

家庭裁判所に申立し、家裁が後見人等を選任 

・財産管理や生活、健康に関する配慮 
・法定後見は、財産に関する法律行為の代理権、取消権など 
・任意後見は、契約で定めた代理権のみ（取消権はなし） 

保　佐 

法 定 後 見 制 度  

現在判断能力がある 

本人が任意後見人を決めて、契約 

任 意 後 見 制 度  

判断能力が著しく不十分 

補　助 

判断能力が不十分 

成
年
後
見
制
度 

毎月の成年後見センター定例会では、プライバシー保護に配慮しながら、多くの意見を交わ
します（7月22日　出雲市サイクリング・ターミナル） 要注

意！

に
と
っ
て
最
適
な
援
助
方
法
を
見

つ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

会
員
に
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

医
師
、
社
会
福
祉
士
と
い
っ
た
専

門
職
が
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
親
族
以
外
の
第
三
者

が
後
見
人
に
な
る
こ
と
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

第
三
者
後
見
人
と
な
っ
て
い
る
事

例
は
現
在
35
件
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助
や
財
産
保
護
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

出雲成年後見センター
会長　錦 織 正 二さん

た生活を支える自立し

●
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
お

た
ず
ね
は

　

福
祉
推
進
課
高
齢
者
福
祉
係

　
（
℡
㉑
２
２
１
１
、内
線
４
１
３
３
）

　

出
雲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
㉒
８
０
９
７

：

成
瀬
司
法
書
士

事
務
所
内
）

本
人
の
考
え
を
尊
重
し
、
生
命
や
財
産
を
守
る
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
認
知
症
の
高
齢
者

や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど

と
い
っ
た
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状

態
に
あ
る
人
に
、
家
庭
裁
判
所
が
認

め
る
人
を
„
後
見
人
“
と
し
て
選
任

し
、
保
護
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で

す
。
判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ
て
、

後
見
・
保
佐
・
補
助
に
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
、
受
け
ら
れ
る
援
助
が
異

な
り
ま
す
（
上
表
）。

　

ま
た
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な

っ
た
と
き
に
備
え
て
、
自
分
の
生
活

や
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
自
分
が
信
用
で
き
る
人

に
委
任
し
て
お
く『
任
意
後
見
制
度
』

も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
や
、
障
害
者
自
身

が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
選
択
で
き
る
支

援
費
制
度
な
ど
の
導
入
に
伴
い
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内
容
を
利
用

者
自
身
が
主
体
的
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、
自
分

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
契
約

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
誰
か
の

手
助
け
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

2広報いずも２００５．８．１１3 広報いずも２００５．８．１１




